
オリジナル問題 「議会不要論」への反論 

 

 

 次の課題文を読んで、以下の問 1,2,3に答えなさい。 

 

 

【課題文】  
 現在の日本には国と地方に議会があり、公正な選挙で選ばれた議員によって構成されて

いる。議会の歴史は民主主義の歴史でもある。学校でも民主主義を学ぶときには、議会や

戦況の重要性が強調されてきた。議会が民主主義を実現する主要な方法であることは誰も

が疑わない。  

 しかし、そうした理屈はわかるのだが、日本の議会は実際に有効に機能しているのだろ

うか。議会の役割の一つとして立法機能がある。日本国憲法第 41 条も国の議会（国会）

を「国の唯一の立法機関」と定めている。しかし、実際に国会で成立する法律の多くは「政

府提出法案」である。1990 年代以降、国会議員が法案をつくり提出する「議員立法」も目

立つようになってきたが、まだまだ圧倒的に「政府提出法案」が多い。地方議会の現状も

同じである。議員が条例案をつくり提出する例は、「議員立法」よりもさらに少ないと思わ

れる。  
 もちろん議会の役割は法律や条例をつくるだけではない。予算や決算の審議を通じて、

国や自治体の仕事をチェックすることも大切だ。しかし、こうした行政監視機能を議会は

どこまで果たせているのだろうか。特定の支援者に対する便宜供与を役所に働きかける「口

利き」をする議員がいるようでは、役所の監視などいつまでたっても無理だろう。官官接

待のような税金のムダ使いも、議会や議員の調査によって判明したものではなく、市民が

情報公開条例を利用して初めて明らかにしたものである。市民やマスコミが問題提起した

ものを後追い的に取り上げることはあっても、議会や議員が自ら問題を発見し行政監視機

能を果たした例はあるにはあるが、「議員立法」と同じで圧倒的に少ない。  
 それどころか今や議会や議員が税金のムダ使いを行い、逆に自分たちが監視される立場

である。たとえば、地方議会の政務調査費のように、私的に流用したり、虚偽の報告をし

た例が各地で問題になっている。本来ならば法律・条例をつくり、政府をチェックするた

めに使うべき経費をムダに使っているのだから言語道断である。そもそも政務調査費の報

告のときに領収証の添付を義務づけていない議会もあり、多くの議会では何に使っている

かわからない状況だ。国会にいたっては情報公開法がなく、巨額な経費を何に使っている

か闇の中にある。仕事をしないだけでなく、税金をムダに使っているかもしれない（適正

に使っているという証拠を見せないのだから、こう言わざるを得ない）議会は「いらない」

という声があがっても当然である。  

 民主主義は市民の意思を政治に反映することを目的とする。ならば、議会というフィル



ターを通さずに直接的に民意を反映した方が有効でムダも少ないのではないか。直接民主

主義といっても国民投票や住民投票だけではない。かつての市民参加は最近では協働と言

われるようになったが、国や自治体が市民と直接的な対話をし、問題の発見と解決を進め

ていく例が増えている。「政府提出法案」をつくる過程に専門家や市民が参加する例も少な

くない。市民参加や協働を進めていけば議会は不要になる。  

 民主主義の歴史は終わらないが、議会の歴史は終わりを告げるのだろうか？  

 

 

問 1 論点をしぼり込み議会不要論への説得的な反論を述べなさい。（300字） 

問 2 議会不要論を克服していくための具体的な提案を述べなさい。（300字） 

問 3 議会を再生させるためのキャッチコピーをあげなさい。（20字） 

 


